
 

表３．３ 大和川の魚介類生息状況に関する学識者や漁業関係者へのヒアリン

グ結果の整理 

 

対象ゾーン 流域全般 下流域 上流域 

魚介類の生息 

に関する情報 

・ 「資料」の出現魚種で妥当

・ オイカワ（下流）・カワム

ツ（上流）が中心（亀ノ瀬

で概ね分かれる） 

・ アユは河床が砂地で石が

少なくほとんど生息でき

ない 

・ 生物相は比較的単相。 

・ 「資料」以外にシラスウ

ナギ、セイゴ、スズキ、

ハゼ、タチウオ等が生息

（増水でアユも）。 

・ シラスウナギは河口部 

・ 水質改善に伴い魚種は

増加傾向 

・ コイ・フナが中心。 

・ ブラックバス・ブルーギ

ルが増加（駆除も行って

いる）。 

・ オイカワ・カワムツは

元々少ないが、水質改善

に伴い、増加。 

・ 亀ノ瀬近辺は大きなコ

イが生息。 

・ ドジョウ等も見られる

ようになった。 

再生産 

に関する情報 

・ 大和川の河床は砂地であ

り、砂礫で産卵するオイカ

ワ・カワムツには産卵適地

である。 

・ 河口部にカレイ等の産

卵場（春先に稚魚）。 

 

放流 

に関する情報 

・ 上流のアマゴは放流され

たもの。 

 ・ アマゴは漁協で放流し

ている。 

・ アユの放流等が行われ

ている（地元幼稚園等を

対象とした啓発的なも

の） 

河川環境 

に関する情報 

・ 人為的な影響を受けてい

る河川。 

・ 後背に大きな山が無く、流

量は少なく、大規模なダム

はない。 

・ 河床は砂地が主体。 

・ 水質は改善傾向だが、河口

部は依然として悪い。 

・ 近年、河床が砂がたまっ

て高くなってきている。

・ 亀ノ瀬近辺は渓流状。 

 

過去の情報  

 

 

 ・ 桜アユとして天皇陛下

へ献上していた。 

その他 ・ オイカワは日の当たりの

良い場所を好んで生息。 

・ カワムツは日陰を好んで

生息。 

・ 水温は、最高値と最低値を

表示して検討すべき。 

・ 大和川再生協議会にて、

清掃を約 3,000 人規模で

実施。 

 

・ 水質は良くなってきた

が、ゴミは多い。 

 

※環境省調査（（社）淡水生物研究所森下所長、大和川水域河川漁業協同組合、大阪住吉漁

業協同組合への平成 17 年度ヒアリング調査） 
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表４．１ 近年の水質状況（吉野川） 
  
河川 

最小 ～ 最大 平均 75%値 基準値 最小 ～ 最大 基準値

H15 0.5 ～ 1.1 0.6 0.5 6.6 ～ 7.6
H14 0.5 ～ 1.1 0.6 0.7 6.7 ～ 7.7
H13 0.5 ～ 1.4 0.8 1.0 6.7 ～ 8.4
H15 0.5 ～ 1.1 0.8 1.0 7.3 ～ 7.9
H14 0.5 ～ 1.0 0.7 0.7 7.2 ～ 7.5
H13 0.5 ～ 1.4 0.8 1.0 7.4 ～ 7.7

2

大川橋

水系名 年度類型 環境基準点

吉野川下流 A 高瀬橋

ｐH

6.5～8.5

6.5～8.5

BOD（mg/l）

1吉野川上流 AA

 
 

最小 ～ 最大 平均 基準値 最小 ～ 最大 平均 基準値 最小 ～ 最大 平均 基準値

H15 8.0 ～ 12 10 1 ～ 1 1 70 ～ 2,400 720
H14 8.4 ～ 13 10 1 ～ 2 1 33 ～ 13,000 1,800
H13 8.3 ～ 12 10 1 ～ 70 7 49 ～ 7,900 1,900
H15 7.9 ～ 13 9.6 1 ～ 4 2 330 ～ 13,000 3,800
H14 7.2 ～ 11 9.3 1 ～ 6 2 94 ～ 49,000 4,900
H13 7.6 ～ 11 9.5 1 ～ 5 2 460 ～ 17,000 3,500

DO（mg/l）

7.5

7.5高瀬橋

年度環境基準点

大川橋

SS（mg/l）
大腸菌群数
（MPN/100ml）

50

1,000

25

25

 
 
湖沼 

最小 ～ 最大 平均 75%値 基準値 最小 ～ 最大 基準値

早明浦ダム A 上吉野川橋 H15 1.0 ～ 2.0 1.5 0.5 3 7.6 ～ 8.7 6.6 ～8.5

COD（mg/l）
水系名 年度類型 測定地点

ｐH

 
 

最小 ～ 最大 平均 基準値 最小 ～ 最大 平均 基準値 最小 ～ 最大 平均 基準値

上吉野川橋 H15 8.8 ～ 12 10 7.5 1 ～ 2 2 5 1,700 ～ 1,700 1,700 1,000

測定地点
DO（mg/l） SS（mg/l）

大腸菌群数
（MPN/100ml）年度

 
 

最小 ～ 最大 平均 基準値 最小 ～ 最大 平均 基準値

早明浦ダム A 上吉野川橋 H15 0.15 ～ 0.28 0.21 0.2 0.003 ～ 0.006 0.005 0.01

水系名
全燐（mg/l）

類型 年度測定地点
全窒素（mg/l）

 
 

（出典：公共用水域の水質測定結果） 

 

・ 公共用水域水質測定結果 平成 13 年度～平成 15 年度 

水質汚濁防止法の規定に基づき、全国の都道府県が毎年定める測定計画に従って、都道府県、

水質汚濁防止法政令市のほか、一級河川のうち国の直轄管理区間については、国土交通省地方

整備局等によって実施される。 

原則、河川は表層（水深の２割の位置）、湖沼は表層（成層期には成層を配慮）、海域は表層、中

層（必要に応じて下層）の測定結果である。 
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図４．３　ｐHの水質縦断分布

出典：公共用水域の水質測定結

図４．２　BOD75%値の水質縦断分布
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図４．４　DOの水質縦断分布
出典：公共用水域の水質測定結果
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※公共用水域水質測定結果より

紀伊水道海域

図４．５　吉野川亜鉛検出状況

吉
野
川
下
流

吉
野
川
上
流

旧
吉
野
川

今
切
川新
町
川

大川橋
H16　<0.003

高瀬橋
H16　0.01

脇町潜水橋
H16　0.01

今切川下流
河口
H16　<0.003

撫
養
川

大里橋
H16　<0.003

地点名
H16 年平均
H15 年平均
H14 年平均

単位：mg/L




